
優れた技術で輝く山梨県の注目企業
南
ア
ル
プ
ス
に
あ
る
本
社
工
場

オ
ー
テ
ッ
ク
メ
カ
ニ
カ
ル

問
題
解
決
型
Ｆ
Ａ
装
置
メ
ー
カ
ー

　
オ
ー
テ
ッ
ク
メ
カ
ニ
カ
ル

は
高
速
稼
働
の
省
力
装
置
を

開
発
・
設
計
か
ら
製
造
・
販

売
ま
で
行
っ
て
お
り
、
設
立

年
を
迎
え
た
。
受
注
生
産

機
と
し
て
自
動
組
み
立
て

機
、
自
動
テ
ー
ピ
ン
グ
機
、

ハ
ン
ド
ラ
ー
な
ど
を
製
作
し

て
い
る
。
ま
た
、
標
準
機
と

し
て
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

分
類
機
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
テ
ー
ピ
ン
グ
機
を
製
作
・

販
売
し
、
国
内
外
の
ユ
ー
ザ

ー
に
幅
広
く
納
入
し
て
い

る
。
Ｆ
Ａ
機
械
メ
ー
カ
ー
と

し
て
は
数
百
種
類
、
台
数
で

千
台
以
上
の
特
注
Ｆ
Ａ
装
置

を
手
が
け
て
い
る
。
同
社
は

時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
機
械
の
高
速
化

に
よ
る
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
と

「
物
ま
ね
」
を
排
除

し
た
独
創
性
の
高
い

装
置
作
り
を
日
々
追

求
し
て
い
る
。
小
集

団
な
が
ら
も
常
に
製

品
開
発
を
指
向
し
、

新
規
性
の
あ
る
機
構

や
超
高
速
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
技
術
を
行
う
べ

く
日
々
前
進
し
て
い

る
。

本
社
工
場 ニ

ス
カ

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
設
計
が
強
み

　
ニ
ス
カ
は
１
９
６
０
年
に

カ
メ
ラ
用
電
気
露
出
計
の
製

造
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

は
主
に
大
手
精
密
機
器
メ
ー

カ
ー
や
家
電
メ
ー
カ
ー
向
け

に
オ
フ
ィ
ス
用
複
合
機
の
関

連
商
品
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
な
ど
を
開
発
・
製

造
し
て
い
る
。
受
託
開
発
・

受
託
生
産
が
中
心
の
ビ
ジ
ネ

ス
形
態
だ
が
、
独
自
の
技
術

を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
商
品

の
企
画
提
案
と
顧
客
ご
と
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
設
計
を
得
意
と
し
て

お
り
、
そ
の
幅
広
い
対
応
力

に
は
定
評
が
あ
る
。
ま
た
、

「
Ｐ
Ｒ
―
Ｃ
１
０
１
」
は
同

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
専
用
プ

リ
ン
タ
ー
で
、
新
開

発
の
画
像
処
理
技
術

に
よ
る
画
期
的
な
色

再
現
性
を
は
じ
め
と

す
る
ハ
イ
エ
ン
ド
機

ク
ラ
ス
の
性
能
と
、

業
界
最
小
ク
ラ
ス
の

コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ
ィ

ー
が
も
た
ら
す
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
の

使
い
や
す
さ
を
高
次

元
で
両
立
さ
せ
て
い

る
。

熟
練
職
人
が
指
導
に
あ
た
る

ニ
ッ
セ
ー

転
造
技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア

　
ニ
ッ
セ
ー
は
転
造
盤
専
業

の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
半
世

紀
、
丸
ダ
イ
ス
型
転
造
技
術

の
最
先
端
を
切
り
開
い
て
き

た
。

　
同
社
は
転
造
技
術
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
、
焼
結
歯
車

の
転
造
仕
上
げ
や
、
緩
ま
な

い
ボ
ル
ト
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
」
の
開
発
な

ど
の
ほ
か
、
こ
の
技
術
の
普

及
や
後
世
へ
の
伝
承
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
「
転
造
技

術
講
習
」
と
し
て
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
で
転
造

盤
の
使
い
方
や
転
造
技
術
一

般
に
つ
い
て
の
講
習
も
行
っ

て
い
る
。
技
術
継
承
な
ど
に

悩
ん
で
い
た
り
、
切
削
か
ら

転
造
へ
の
工
法
切
り
替
え
の

可
否
に
つ
い
て
の

相
談
に
対
応
し
て

い
る
。ま
た
、汎
用

型
か
ら
最
新
型
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

数
値
制
御

Ｃ
Ｎ

Ｃ

転
造
盤
ま
で

各
種
転
造
盤
を
実

際
に
動
か
せ
た

り
、
見
学
で
き
る

専
用
の
展
示
場
も

整
備
し
た
。
見
学

は
随
時
受
け
付
け

て
い
る
。

複
雑
形
状
の
部
品
製
造
に
対
応

中
村
製
作
所

電
子
ビ
ー
ム
溶
接
と
切
削
加
工
融
合

　
中
村
製
作
所
は

余
年
に

渡
り
培
っ
て
き
た
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

、
数

値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
、
汎

用
フ
ラ
イ
ス
・
旋
盤
を
使
っ

た
切
削
加
工
技
術
が
強
み
。

長
年
蓄
積
し
た
高
度
な
技
術

に
よ
り
、
高
精
度
、
高
品
質

の
製
品
を
削
り
だ
す
。
切
削

加
工
だ
け
で
は
困
難
な
複
雑

形
状
部
品
、
高
気
密
構
造
部

品
、
内
部
構
造
部
品
な
ど
の

製
作
に
は
ア
ー
ク
溶
接
や
タ

ン
グ
ス
テ
ン
イ
ナ
ー
ト
ガ
ス

Ｔ
Ｉ
Ｇ

溶
接
に
比
べ

「
熱
影
響
が
少
な
い
」
「
ビ

ー
ト
幅
が
狭
い
」
「
深
く
溶

け
込
む
」
「
酸
化
膜
が
構
成

さ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
特
徴

を
持
つ
「
電
子
ビ
ー
ム
溶
接

Ｅ
Ｂ
Ｗ

」
を
切
削
加
工

に
融
合
し
て
対
応
す
る
。
切

削
加
工
技
術
と

物
性
加
工
技
術

を
メ
ー
ン
に
多

種
多
様
な
装
置

用
精
密
部
品
を

製
作
し
、
顧
客

の
要
望
に
こ
た

え
る
。ま
た
、設

計
、熱
処
理
、表

面
処
理
ま
で
一

貫
し
て
引
き
受

け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
山
梨
県
は
機
械
電
子
産
業
が
集
積
し
て
お
り
、
同
分
野
の
製

造
品
出
荷
額
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
。
半
導
体
製
造
装
置

や
電
子
デ
バ
イ
ス
生
産
な
ど
を
支
え
る
県
内
企
業
の
高
い
技
術

は
今
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と
い

っ
た
成
長
分
野
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
内
を
代

表
す
る
産
学
連
携
拠
点
の
山
梨
大
学
は
燃
料
電
池
ナ
ノ
材
料
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
機
関
を
備
え

る
。
交
通
ア
ク
セ
ス
面
で
は
２
０
１
７
年
に
中
部
横
断
自
動
車

道
が
開
通
し
、

年
度
に
は
中
間
駅
設
置
が
決
ま
っ
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
開
業
予
定
だ
。
特
に
首
都
圏
や
中
京
圏
と

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
産
業

拠
点
と
し
て
の
期
待
が
大
き
く
ふ
く
ら
む
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月１６日 水曜日 　　


